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学生による教育活動団体ILE
～科学ワークショップによる社会および子どもへの学習推進活動～

在 生 の い ま学

　私達ILEは、Inovation(変革する)・Learning(学習)・
Environment(環境)という理念のもとに活動している学生に
よる教育活動団体です。理科という科目は本来、観察・実験等の
体験を通じて、自然現象等がなぜそうなるのかを思考する学問
ですが、現状では入学試験等において難しい公式を丸暗記し答
えを導く、「知識偏重型」の理科教育が重視されており、探求型
の実験授業は以前と比べて増えてはいるものの、まだ十分とは
いえず、このため近年では理科系分野を苦手とする、いわゆる
「理科嫌い」の子どもが増えていることにつながっていると感じ
ています。
　このような現状の
中、私達は、大津市
の科学館や、県内の
図書館などの協力
を得て、科学イベン
トを開催し、子どもた
ちに観察・実験等の
体験を通じて、「理科
が楽しい」と感じて
もらうために次のよ
うな活動を行ってい
ます。

　私達は大津市科学館で月に2回ほど小学生を対象とした「わ
くわくサイエンス」というミニ実験教室を開催しています。これ
は子どもたちが、簡単な実験を通して理科の「楽しさ」を実感し
てもらうためのイベントです。

　また、去年は主に中学生を対
象とした「サイエンティストクラ
ス」を2回開催しました。これは
高校科学レベルの比較的高度
な実験を行い、科学の謎に深く
入り込むことを目標にしたイベ
ントです。
　イベントに参加してくれた子
どもたちは、科学の不思議や、そ
の不思議を探求する楽しさを実
感してくれたように思います。

　一昨年までは、学校や教育機関と連携した活動が十分行え
ませんでしたが、去年は大津市の青山小学校で夏休み実験
教室イベントを開催することができました。このイベントでは、
偏光板を使った万華鏡づくりを体験してもらい、子どもたちは
光の特徴や万華鏡の仕組みを楽しみながら学ぶことができま
した。
　また、石山小学校のPTAの方々とも連携し、科学実験教室を
開催しました。ここでも、偏光板を使った万華鏡づくりに加え、
巨大シャボン玉づくりにも挑戦し、子どもたち・父兄ともに大変
好評を博しました。今後も小学校等と連携したイベントを開催
していきたいと考えています。

　これからの教育では、子どもの「生きる力」を育てることが重
要です。この「生きる力」の一部として「考える力」が不可欠で
あると思います。この「考える力」を育成できるような活動を引
き続き行っていきたいと考えています。

インターンシップと様々な就職支援活動
経済学部教授　清宮 政宏教育学部 平成28年3月卒業　西田 賢仁

　滋賀大学経済学部では、企業からの協力を得て、夏季休暇の
時期に「インターンシップ（企業での就業体験）活動」を推進し
ています。5月頃に募集を行ない、6月に派遣企業が決定され、
8月～9月に協力を得た企業で、学生が一週間～10日間程度
の就業体験を行っています。なお、10月以降には就業体験を
行った学生が、その内容を学内で発表し、レポートにまとめて大
学に提出しています。大学が企業と学生のマッチングを行うも
の以外にも、企業が一般に公募を行っているインターンシップ
もあり、これに学生が直接応募する場合もあります。（さらに学
内のサークル活動では、アイセックが海外インターンシップに

も取り組んでいます。）
　滋賀大学では、これら以
外にも様々なかたちで、学
生の就職・就業をサポート
しており、4回生次の就職
活動に、多大な効果がある
と考えられています。

　ここでは、企業や社会で活躍するための「学生の就業力」育
成を目指し、社会で活躍するために必要なコミュニケーション
力や、プレゼンテーション力、課題対応力などを養わせていま
す。また、現場体験型科目や身体コミュニケーションなどの授
業も行って、「複眼的」な思考を学生に身に付けさせようとして
います。複眼的な思考とは、自分の視点だけでなく他者の視点
も含めた複眼的な目で、様々なモノ・事象を見つめることがで
きる見識です。そして、地域のボランティア活動等への参加も
促しています。もちろん、企業や経済団体の人を招いての講演
会も実施しており、社会人として活躍するための力の醸成を目
指しています。

　ここでは企業に関する様々な情報提供を行っています。個別
企業の企業情報や、企業から送られてくる求人情報、企業主催
の就職説明会の情報などを提供しています。ここには、卒業生
が残した就職活動の体験記録もあり、さらに公務員職員採用試
験（受験案内）などの情報もあります。そして、学生からの就職
活動に関する相談（予約制）も受けています。

　ここでは学生生活全般のサポートをしますが、学内での就職
ガイダンスや、企業で活躍する卒業生を招いての合同説明会
など、進路サポートも行っています。様々な情報は就職関係掲
示板で案内しますが、学内システムでも学生が自宅などに居な
がら見ることができるようになっています。学内システムは、学
生たちの「希望進路」登録もできます。もちろん、大学に届いた
企業からの求人情報や、公務員採用試験などの情報も、閲覧す
ることが可能です。なお、ここでは『就職の手引』も発行してい
ます。過去の滋賀大生の就職先一覧などが掲載されており、学
生にとっては就職活動の強い味方となるはずです。

　就職・就業は、大学で学んだことを社会での実践に切替える出
発点です。経済学部ではインターンシップ活動を含めた様々な
支援活動を行っています。本学部の卒業生は各方面で活躍して
おり、社会的評価も高いと言われます。しかし、滋賀大学経済学
部で学んだというだけで、「良い就職」に繋がるわけではありま
せん。目的意識を持って充実した生活を送ることが重要で、学業
はもちろん、課外活動も含めて多様な経験を通し、自分がどう生
きたいのか考えることが必要になってくると思われます。

インターンシップ活動

就業力育成支援室
学生支援課

最後に

就職支援室

大津市科学館での実験教室の開催
小学校でのイベント開催

最後に

活動風景

大津市科学館でのイベントの様子

大津市科学館でのイベントの様子

重心を理解するための簡単な実験
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